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図書館だより

１日㊎ 津川小学校 13:０５ ～ 1４:００

５日㊋

川面小学校
川面地域市民センター
巨瀬小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

1０:００ ～ 1０:3０
1０:3０ ～ 11:3０
13:００ ～ 13:3０
1４:００ ～ 1５:００
1５:1５ ～ 1５:４５

６日㊌ 有漢西小学校 1０:3０ ～ 1０:3０

７日㊍

福地小学校
やまびこカフェ
宇治地域市民センター
宇治小学校
松原小学校

1０:1５ ～ 1０:４０
11:1５ ～ 1２:1５
13:3０ ～ 1４:3０
1４:3０ ～ 1５:００
16:００ ～ 16:２０

８日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

1０:００ ～ 11:００
13:００ ～ 13:3０
1４:００ ～ 1５:００

11 日㊊

玉川地域市民センター
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1０:００ ～ 11:００
11:４０ ～ 1２:1０
1２:1５ ～ 1２:４５
1４:1５ ～ 1４:４５
1５:1５ ～ 1５:3０
1５:４５ ～ 16:1５

13 日㊌
西山郵便局横
富家小学校
イズミゆめタウン
中電社宅前

11:４０ ～ 1２:1０
13:０５ ～ 13:２５
1４:1５ ～ 1５:1５
1５:２０ ～ 1５:４０

14 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン
有漢東小学校

1０:００ ～ 1０:3０
1２:４０ ～ 13:４０
1４:００ ～ 1５:００
1５:3０ ～ 1５:５５

９月の移動図書館
15 日㊎ 津川小学校 13:０５ ～ 1４:００

19 日㊋

川面小学校
川面地域市民センター
巨瀬小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

1０:００ ～ 1０:3０
1０:3０ ～ 11:3０
13:００ ～ 13:3０
1４:００ ～ 1５:００
1５:1５ ～ 1５:４５

20 日㊌ 有漢西小学校 1０:００ ～ 1０:3０

21 日㊍
福地小学校
やまびこカフェ
宇治地域市民センター
松原小学校

1０:1５ ～ 1０:４０
11:1５ ～ 1２:1５
13:3０ ～ 1４:3０
16:００ ～ 16:２０

22 日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

1０:００ ～ 11:００
13:００ ～ 13:3０
1４:００ ～ 1５:００

25 日㊊

玉川地域市民センター
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1０:００ ～ 11:００
11:４０ ～ 1２:1０
1２:1５ ～ 1２:４５
1４:1５ ～ 1４:４５
1５:1５ ～ 1５:3０
1５:４５ ～ 16:1５

27 日㊌
川上小学校
西山郵便局横
イズミゆめタウン
中電社宅前

1０:００ ～ 1０:２５
11:４０ ～ 1２:1０
1４:1５ ～ 1５:1５
1５:２０ ～ 1５:４０

28 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン

1０:００ ～ 1０:3０
1２:４０ ～ 13:４０
1４:００ ～ 1５:００

おすすめ図書

　「ＮＨＫ俳句」の司会を担当されている岸本葉子さん
が鑑賞を添えています。「敷居が高い」と感じていた
俳句ですが、この本を読んでぐっと自分の生活に俳句
が近づいた気がしています。また、俳句の間にあるコ
ラムで岸本葉子さんの日常を感じることもでき、エッ
セイ本としても読むことができます。
　紙とペンがあれば始められる俳句。この本をきっか
けに俳句と触れ合ってみませんか。

問高梁市図書館☎（22）２９１２　
　　　　　　　　　　　午前９時～午後９時（年中無休）

『５
ご し ち ご
７５ 朝のハンカチ 夜の窓』

■著者　岸
きしもと

本葉
よ う こ

子　　■出版　洋
ようせんしゃ

泉社

高梁市図書館　
　　　　　　龍

りゅうもん
門あゆ美

み
さん

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～
■日　　時　９月９日（土）　午前 10 時～
■小型絵本　「おばあちゃんのおはぎ」　
■大型絵本　「ぶたくんと１００ぴきのおおかみ」
■紙 芝 居　「うばすて山」
■工　　作　プロペラひこうきを作ってあそぼう

サークル活動の紹介
　高梁市図書館では、各種サークル活動を行っています。
参加は自由ですので、興味がありましたら直接会場までお
越しください。（都合により予定を変更する場合がありま
すのでご了承ください）

活動内容 日時

古典文学講座 毎月第１土曜日 
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

高梁市史を読む会 毎月第４水曜日 午後１時 30 分～
古文書研究会 毎月第２水曜日 午後１時 30 分～
有山会（短歌の会） 毎月第３火曜日 午後１時～４時
たかはし朗読の会 毎月第４金曜日 午前９時～午後５時
おはなしたまてばこ

（おはなし会） 毎月第２土曜日 午後２時～
ふきのとう

（読み聞かせ） 10 月 21 日（土）、12 月２日（土）

問成羽図書館☎（42）２５８９　
　 午前９時～午後５時（月曜日休館）

　　　成羽病院通信

地
域
資
源
を
繫
げ
て
生
活
支
援
を

地
域
連
携
室
長　

原は
ら

田だ

邦く
に

栄え

　

地
域
連
携
室
は
、
成
羽
病
院
と
他
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
を
繋

げ
る
役
目
を
担
う
部
署
で
す
。
他
施
設
か
ら
の
紹
介
受
診
の
調
整
や
、
患

者
さ
ん
の
入
院
が
決
ま
っ
た
と
き
は
ご
本
人
や
ご
家
族
の
要
望
を
伺
い
、

院
内
の
多
職
種
の
職
員
と
と
も
に
、
生
活
背
景
に
応
じ
て
退
院
に
向
け
て

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
居
宅
支
援
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門

員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）と
連
携
し
、
診
療
所
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
の
在
宅
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
２
０
２
５
年
問
題

（
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
全
人
口
の
４

人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
超
高
齢
化
社

会
の
到
来
）が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
自
宅

や
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
よ
う
、
地
域
に
あ
る
資
源
を
う
ま
く
繋
げ
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
生
活
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
成
羽
病
院
で
も
、
今
年
度
か
ら
重
症
心
身
障
害
者
の
方
の
レ
ス

パ
イ
ト
入
院
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
が
必
要
な
方
で
施
設

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
利
用
困
難
な
場
合
の
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
お

気
軽
に
地
域
連
携
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
】
医
療
設
備
の
整
っ
た
病
院
が
、
要
介
護
者
を
対
象

に
医
療
保
険
で
短
期
入
院
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

問成羽病院 ☎（42）３１１１

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 32回

在宅生活を支える地域の取り組み
　高梁市における在宅医療・介護の連携を推進するための取り組みとして、これまで専門職の活動を紹介してきま
した。高齢化がますます進むなか、専門職同士の連携をさらに推進し、住民一人一人に適したサービスを提供する
ためには、住民の協力も欠かせません。そこで、この１年間は地域に密着し、在宅生活を支えるための市民活動に
スポットを当てて、紹介していきます。
　第１回目は、6月 16日に巨瀬地域福祉センターにて開催された「民生委員児
童委員協議会（以下民児協）」の様子をお届けします。民児協は、民生委員・児
童委員の活動を支えるもので、地域が持つ課題の支援方法の検討や、行政機関
等とのネットワークづくりなどを行うことを目的としています。市内では、14
地区に分かれ、１～２カ月に１回開催されています。
　今回の巨瀬地域の民児協には、民生委員・児童委員をはじめ、市民センター、
福祉課、地域包括支援センター、在宅介護支援センター、社会福祉協議会等、
行政・保健・福祉・介護の専門職も出席しています。
　まず、「災害時一人も見逃さない運動」について行政から説明がありました。昨今、頻発している自然災害から住
民を守り、安全を確保することは重要な課題です。そこで、要援護者の把握と見守りの重点化、また危険箇所、避
難場所についての確認が行われました。民生委員からは、「避難場所の安全性について再度の確認が必要ではないか」
との意見が出されるなど、活発な議論が行われました。
　引き続き、それぞれの委員の担当地域の状況、また要援護者への支援などについての意見交換が行われ、支え合
いの仕組みの確認や、今後の取り組みについて検討し、散会となりました。
　住み慣れた地域で生活をするためには、行政や専門職の支えはもちろん大切ですが、住民同士の支え合いがあっ
てはじめて、安心した暮らしは実現します。普段の生活から隣の人と声をかけあう、気遣いをし合うことができる
地域づくりの取り組みついて、今後もお届けします。

岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

 准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

問医療連携課☎（21）０３０４

21 H29 (2017) ８月


